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シングルチャネル技術により
既存の独自無線LAN環境との
共存・一元管理を実現
～学習院大学への導入事例～

■はじめに
学習院大学は、３
年ごとのシステム更
改を機に目白キャン
パス内に無線LAN環
境を整備し、2012年
５月から本格的に運
用を開始した。無線
LANサービスは、各
研究室が独自に設置
したアクセスポイン
トによって生じてい
た電波干渉を解消す
るとともに、スマー
トフォンなどの普及
で学生からの要請が

高まっていたWi-Fi接続に応え、無線ネットワークの一
元管理を目的としている。
これにより、従来から個人所有などの持込PC向けに
展開していた有線LANサービスのWeb認証システムを
共用して従来と同様の使い勝手で、キャンパス内の教
室以外の場所からでも教員・学生向けポータル「G-
Port」をはじめとするリソースにアクセスできる環境
を提供できるようになった。

■独自無線LAN環境による電波干渉の解消
学習院大学では、2009年のシステム更改でも無線

LAN整備を検討したものの、通信の盗聴や不正アクセ
スのリスクがあることから、基本的に無線LANサービ
スは提供しないというポリシーを貫いてきた。しかし
ながら、教員の無線LAN利用に対するニーズは高く、
結果的に各研究室が無線LANルーターを設置して研究
室内に限定した無線ネットワークを構築してきた。ほ
とんど研究室でアクセスポイントを持ち、さらにキャ
リアのモバイルルーターなども利用するようになり、
電波干渉があちこちで発生、その対策が計算機セン
ターに求められていた。

また、学生の持込PCに対する有線LANサービスを提
供してきたものの、ノートPCをキャンパスに持ち込む
学生は少なく、スマートフォンなどによるWi-Fi接続の
ニーズが高まっていた。
そのため、計算機センターでは、既に構築された研
究室の無線LAN環境を計算機センター管理のネット
ワークへ移行するよう促すとともに、それらの無線
LAN環境と干渉することなく共存でき、かつ信頼性の
高いキャンパス無線LANサービスを提供することを目
的としたシステムの導入を検討した。
そこで、採用されたのがシングルチャネルデプロイ
メントとバーチャルセル／バーチャルポートを特長と
するメルー・ネットワークスの無線LANソリューショ
ンである。導入されたモデルは、最大200台のアクセ
スポイントをサポートするコントローラ「MC3200」
と170台のアクセスポイント「AP1010i」。アクセスポ
イントから認証スイッチを介してActive Directoryと連
携するRADIUSサーバーでユーザー認証している。

■学生の無線LANアクセスが急増
「キャンパス内無線LAN環境をシングルチャネルで
構成したことにより、各研究室の無線LANで干渉する
チャネルを使用しないよう要請し、両ネットワークが
共存できる環境を構築した。
サービス導入後、無線によるアクセスの増加が原因
かどうか正確に調査できてはいないが、RADIUSサー
バーの性能が不足しているとみられる現象があり、リ
ソースを増強したという。この状況から推察しても
キャンパス内Wi-Fiサービスの利用が拡大し、教員・
学生サービスが向上したと想像できる。
今後、学習院大学では、従来は認めていなかった学
外者のネットワーク利用について、ポリシーも含め検
討していくという
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